
調査員による全体説明 

熱心に展示見学をする方々 

 

 

 

 

 

 

現地見学会を開催しました！！ 
 

先日９月 16日(土)に、93次確認調査区現地見学会を開催しました。お天気は

あいにくの雨となりましたが、地元の方々をはじめ、約 30名の見学者の方に集

まっていただきました。 

 

江戸時代の畑跡をはじめとする今

回の調査成果の説明や、どのような

調査方法で調査を進めたのかなどの

全体説明を調査員が行いました。全

体説明の後は見学者の方々にも実際

に調査区内に入っていただき、現場

の土を踏みしめて調査現場の雰囲気

を味わっていただきました。 

 

 

 

また、コンテナハウス内では遺物の

展示を行い、今回の調査で出土したも

のを時代ごとに並べ、写真やパネル、

復元した遺物などを使って、調査員に

よる説明を行いました。どの方にも興

味深く熱心にお話を聞いていただき、

調査員に質問をしていただくなどし

てそれぞれ充実した時間を過ごされ

ていたようでした。 

 

 

お足元が悪い中、たくさんの方にご来場いただきありがとうございました。 
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ケータイ電話、スマートフォン、タブレッ

トなどで QR コードを読み取ると、文化

財保護いいだのホームページにアクセ

スすることができます。 

調査区全景(西側から撮影) 埋戻しのようす 

93次確認調査が終了します。 

 

 ２月から始まった 93次確認調査もいよいよ終了を迎えました。調査成果とし

て、弥生～古墳時代の溝跡や竪穴建物跡、鎌倉時代以降の中世の墓跡、正徳５

年(1715)の未満水
ひつじまんすい

で埋まってしまった江戸時代の畑の畝跡、そして奈良・平安

時代に整地をした可能性も考えられる地面などが見つかりました。また、整地

の可能性がある地面やその付近からは炭化米や瓦片、硯片などが出土し、調査

区周辺に正倉が存在したことを示す手がかりとなりました。 

 今後は出土した遺物や記録写真・図面などを参考に、93次調査地点が正倉院

においてどのような場所であったのかを検討していく予定です。また、次回確

認調査が近日始まる予定ですので、新たな気持ちで調査を行っていきたいと考

えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月からの長期にわたり、近隣の皆さま方には調査を行うにあたりご理解と

ご協力を賜りましたことを御礼申しあげます。引き続き恒川官衙
ごん が か ん が

遺跡では確認

調査を行っていく予定でありますので、変わらぬご支援をいただきますよう、

重ねてよろしくお願い申しあげます。 
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